
　
俳
　
句	

　
　
　
　
　

稲

井

爽

秋

選

秋
茄
子
の
最
も
光
る
無
人
市　
　
　
　
　

大
森
妙
子

杜も
り

灯
り
祝の
り
と詞
を
凜
と
待
つ
神み
こ
し輿　
　
　
　

尾
﨑
康
博

嫁
ぎ
し
は
人ひ
と
づ
て伝
に
聞
く
星ほ
し
つ
き
よ

月
夜　
　
　
　

越
智
幸
子

朝
取
り
の
無い
ち
じ
く

花
果
い
と
し
絵
筆
持
つ　
　

森　

隆
子

球
根
を
植
ゑ
て
一
服
秋
澄
め
り　
　
　
　

髙
橋
容
子

水
澄
み
に
け
り
常
じ
ょ
う
し
ん真

の
顕
彰
碑　
　
　
　

森
本
郁
子

柿
食
ふ
や
遠
く
懐
か
し
母
の
顔　
　
　
　

三
好
清
信

放ほ
う
さ
い哉
さ
ん
わ
た
し
も
一
人
咳
を
す
る　

近
藤
恵
美
子

　
川
　
柳	

　
　
　
　
　

平

尾

忠

文

選

意
地
っ
張
り
通
し
引
き
算
し
た
所
世　
　

越
智
幸
子

人
も
猫
も
信
号
無
視
で
通
り
ぬ
け　
　

塩
見
眞
由
美

愛
媛
み
か
ん
お
い
し
く
て
又
手
が
伸
び
る　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤
美
鶴

ま
た
食
べ
る
食
欲
の
秋
言
い
訳
に　
　
　

尾
﨑
康
博

栗
拾
う
仕
合
わ
せ
拾
う
温
か
さ　
　
　
　

三
好
清
信

さ
ま
ざ
ま
な
顔
が
集
ま
る
餅
拾
い　
　
　

三
谷
福
美

知
恵
く
ら
べ
孫
口
げ
ん
か
ま
っ
た
な
し　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
智
富
美
子

孫
達
と
添
い
寝
も
楽
し
肩
も
こ
り　
　

加
藤
千
賀
子

　
短
　
歌	

　
　
　
　
　

田

坂
　

幸

選

提
灯
を
仰
ぎ
て
見
れ
ば
去
り
行
き
し
君
の
町
の
名
記

す
だ
ん
じ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薦
田
啓
太

名
月
を
我
の
秘
め
た
る
宝
と
し
幾
度
も
立
ち
て
飽
か

ず
眺
む
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
伯
利
枝

月
光
は
窓
の
玻
璃
戸
を
透
き
て
射
し
真
昼
陽
の
ご
と

蒼
き
影
ひ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
野
淑
子

老
い
人
ら
一
人
二
人
と
集
り
て
石
垣
に
座
し
神み
こ
し輿
待

ち
を
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳
増
善
久

久
し
ぶ
り
に
太
陽
仰
ぎ
布
団
干
せ
ば
ふ
わ
り
ふ
く
ら

み
心
温
も
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤
千
賀
子

石
仏
は
堤
に
座
し
て
誰
が
た
め
に
合
掌
な
す
か
西
方

に
向
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
田　

忍

減
反
の
美
田
に
雑
草
茂
る
い
ま
食
な
き
戦
後
を
思
ひ

お
こ
せ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田
ウ
メ
ノ

羅
針
盤
持
た
ぬ
老
後
の
夫
婦
舟
妻
と
手
を
と
り
漕
ぎ

行
か
ん
と
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
好
清
信

■
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
　
作
品
募
集

　

作
品
は
、
読
み
や
す
い
書
体
（
楷か

い
し
ょ書
等
）
で
作
成
し
、

俳
句
・
川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に
は
ふ
り
が

な
を
振
り
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
毎

月
１
日
ま
で
に
担
当
課
へ
郵
送
・
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先　

　

〒
７
９
３
―
８
６
０
１　

明
屋
敷
１
６
４

　

西
条
市
役
所　

広
報
広
聴
課　

広
報
係

　

℡
０
８
９
７
―
５
２
―
１
２
０
４
（
直
通
）

▲セイチ・カミムラ
（ALT：外国語指導助手）

　　　　　　　　　　　　　　　アメリカのロサンゼルスから来たセイチ（聖地）です。

　　　　　　　　　　　　　　西条に来て数カ月ですが、もうたくさんの思い出ができま

　　　　　　　　　　　　　　した。先日、旧西条市にある教会の友達と寒風山に登りま

　　　　　　　　　　　　　　した。国でハイキングをしたことがありますが、日本で経

　　　　　　　　　　　　　　験した山登りの方が断然スリルもあり、登り始めてすぐに

絶対またやると決めました。私はクリスチャンなので、山頂で言葉では表せないほど美し

い景色を前に、天地創造の主はいかに素晴らしく偉大な方であるのか静寂の中で熟考しま

した。

　11校を周って英語を教えますが、主に河北中学校にいます。女子バスケットボール部の

練習に付き合い、９月の新人戦も見ることができました。前回大差で負けたチームに数点

差まで詰めることができ、全力を尽くして頑張る姿を見て、とても誇りに思いました。し

かし、大会の結果は決勝トーナメント出場がかかった３試合目で、体力が限界になり逆転

で負けてしまいました。何より僕が驚いたのは、試合終了後あまりの悔しさに選手たちが

泣き始めたことです。その光景は今も胸に刻まれています。日本に滞在したい理由の一つ

を改めて実感しました。それは日本の人と（生徒も先生方も一般の方も）共に生きたい、

喜怒哀楽を分かち合い、楽しい時だけではなく辛い時も一緒に経験したいからです。これ

からもいろいろな人と関係を築き上げたい！　見かけたらぜひ声をかけてください。

共に生きること.111
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